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がん化学予防薬の開発

分子標的予防医学／保健・予防医学教室（予防医学部門）

ハイリスクストラテジー、炎症、
転写活性、動物実験、臨床介入試験

教授・武藤倫弘からのメッセージ

（本研究は教室を代表する研究です）

この研究では、がんの高危険群に対
して、日本初の薬による積極的がん
予防方法を提案します。

顔写真

ドラッグリポジショニングの観点か
らスクリーニングシステムを確立し、
次期がん予防臨床介入試験に適した
薬剤の選定を行っています。
また、大腸がん超危険度群の病態

に適した実験モデル系の確立を行い、
そのモデルを用いた薬剤開発を進め
ています。
さらに、疫学研究•臨床研究を行う

とともに、そこで得られたデータを
細胞や動物モデルに戻し、より詳細
なリスク因子•予防因子の解明及び発
がんメカニズム検索を行っています。

がん予防薬、１剤目を世に出します！

基礎的研究からの連続性のある研究展開

マウス大腸がん
ラット大腸がん
マウス肺腫瘍
マウス肝臓がん
ラット乳腺がん
ハムスター膵がん

動物発がん
モデル

1. ドラッグ•リポジショニングの活用

がんのハイリスク
グループ

遺伝性疾患患者
（家族性大腸腺腫症等）
慢性炎症疾患患者
（潰瘍性大腸炎患者等）
がん経験者
その他:肥満者等

臨床研究

2. 臨床試験／がん化学予防物質の出口戦略
の基盤整備

モデル化

In vitro 薬剤
スクリーニング

POCの確立

（炎症、増殖、分化）

標的分子の選定


